
 「土木構造物設計マニュアル（案）－樋門編－」及び「土木構造
物設計マニュアル（案）に係わる設計・施工の手引き（案）［樋
門編］」について（通知）（その２）

技術基準の種類:設計・施工
通知日　　　　:平成14年２月６日

主鉄筋中心からコンクリート表面までの距離
           

 対象部位：函渠、胸壁・しゃ水壁、門柱・操作台、翼壁 

①　函　渠



②　胸壁・しゃ水壁



③　門柱・操作台



④　翼　壁

鉄筋径と配筋間隔の組合せ（鉄筋本数の低減）
           

 対象部位：函渠、胸壁・しゃ水壁、翼壁 

主鉄筋の鉄筋径と配筋間隔の組合せ

注：函渠の縦方向主鉄筋のみに適用する。
胸壁・しゃ水壁の主鉄筋の配筋間隔は250㎜、配力鉄筋はD13ctc250㎜と標準化する。
鉄筋本数の低減を目的とし、応力度や鉄筋の定着などに支障のない限り配筋間隔を250㎜とすること
が望ましい。

①　函　渠



②　胸壁・しゃ水壁、翼壁

定尺鉄筋を用いた配筋　

 対象部位：函渠、胸壁・しゃ水壁、門柱・操作台、翼

①　函　渠（横方向）



③　胸壁・しゃ水壁、翼壁

④　門柱・操作台

配力鉄筋（縦方向主鉄筋）位置
            

 対象部位：函渠、胸壁・しゃ水壁、翼壁

①　函　渠



②　胸壁・しゃ水壁

たて壁の配力鉄筋は、施工の容易な位置に配置 

③　翼　壁

配力鉄筋は主鉄筋の外側に配置 


